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山梨県若手研究者奨励事業 研究成果報告書 
 

 

所属機関名 都留文科大学教養学部地域社会学科 

職名・氏名 准教授・田開 寛太郎 ㊞ 

 

 

１ 研究テーマ 

地域資源の価値を伝える複合的インタープリテーションの環境教育的効果に関する研究 

―西湖・青木ヶ原樹海をフィールドとして― 

 

２ 研究の目的 

 本研究は、オーバーツーリズムへの対応が求められる観光地において、地域資源の意味

や価値を深く伝える「複合的インタープリテーション」を開発・実践し、その環境教育的

意義と可能性を明らかにすることを目的とする。 

具体的には、西湖・青木ヶ原樹海を対象に、自然環境と文化的背景を統合したストーリ

ーテリングに基づくガイドプログラムを構築し、参加者の理解や関心の変容、地域資源の

価値認識の深化に着目しながら、その教育的効果を多面的に検討する。 

 

３ 研究の方法 

（１）地域資源の調査・分析とストーリーテリングの核の抽出 

文献調査および現地踏査、山梨県立富士山世界遺産センター学芸員への聞き取りを通じ

て、西湖・青木ヶ原樹海における地質・生態系・信仰の関係を整理した。その結果、溶岩

地形の形成と植生回復、信仰の展開が時間的・空間的に連関していることを明らかにし、

「噴火とその後の復興」を軸とするストーリーテリングの核の抽出を試みた。 

（２）ガイドプログラム（複合的インタープリテーション）の試作と実践 

 抽出したストーリーを基盤に、複合的インタープリテーション・プログラムを設計し

た。大学の授業・演習科目「フィールドワーク」（前期）において学生がエコツアーを企

画し、教育目標設定、ストーリー構築、ルート設計、ガイド内容の具体化を行った。専門

家によるファクトチェックや VR教材の活用を取り入れつつ、ワークショップ（2025年 12

月 8日）により構成を再整理し、複数地点を連関的に巡るプログラムへ発展させた。最終

的にモニターツアー（2026年 2月 12日）を実施し、実践的妥当性を検証した。 

（３）効果の評価とモデル化 

参加者アンケート、観察記録、レポート等をもとに、理解や関心の変化について質的・

量的に分析した。あわせて映像記録を用い、ガイドと参加者の相互作用や環境条件の影響

を検討した。ただし本研究では探索的段階にとどまり、厳密な事前・事後調査による学習

効果の比較には至っていないため、今後は質問紙やインタビュー、発話データ分析を組み

合わせた評価枠組みの構築を課題とする。 
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４ 研究の成果 

（１）授業実践を通じた複合的インタープリテーションの設計 

 演習科目において学生 12名がエコツアーの企画・実践に取り組み、講義および段階的

な現地調査を通じて地域資源の多面的理解を深めた（図 1）。対象は西湖コウモリ穴、青

木ヶ原樹海、冨士御室浅間神社等であり、事前学習としてエコツーリズムおよびインター

プリテーションに関する基礎理論を学んだうえで、専門家の案内による観察・記録を行っ

た。フィールドワーク後は、３名ずつのグループに分かれてエコツアーの計画を立案し、

教育目標の設定、ストーリー構築、ガイド内容の設計、さらに来訪者を想定したチラシ作

成など、教育的側面と経済的側面の双方を踏まえた企画を行った。加えて、中間発表会を

実施し、山梨県立富士山世界遺産センターの学芸員等によるファクトチェックや助言を取

り入れるとともに、過年度の VR教材を活用した疑似体験を導入することで、学習内容の

精緻化とガイドイメージの具体化を図った。 

 

    
図 1 学生ガイドの様子（左：冨士御室浅間神社、中：西湖コウモリ穴、右：青木ヶ原樹海） 

 

 最終的なエコツアー発表会では、ガイド役・参加者役・評価役に分かれるローテーショ

ン形式を採用し、実践的な学びの場を構築した。その結果、溶岩地形の形成過程、植生の

回復、信仰の歴史といった自然と文化の要素を関連づけて理解する複数のテーマが抽出さ

れ、個別の資源を超えて関係性の中で地域を捉える視点が形成された。これにより、地域

資源を統合的に理解し、それを他者に伝えるために再構成する能力の育成につながり、自

然環境と人間活動の関係性を統合的に捉え、その価値を意味づけて発信するという環境教

育的意義の一端が示された。 

一方で、実施直前のリハーサル機会の不足や、現地における他利用者への配慮、参加人

数や空間条件を踏まえた進行上の工夫といった課題も明らかとなった。これらは、エコツ

アーを教育実践から社会実装へと展開するうえでの重要な検討課題であり、今後は実務的

観点を取り入れた改善が求められる。 

 

（２）ストーリーテリングの統合とガイドプログラムの高度化 

後期には、前期の成果を踏まえ、「噴火と復興」という時間軸を導入してストーリーを

再構成し、複数地点を連関的に巡るガイドプログラムへと発展させた（図 2）。西湖コウ

モリ穴、青木ヶ原樹海、北口本宮冨士浅間神社、船津胎内樹型を結び、各地点の内容が相

互に関連しながら全体として一つの物語を形成する構成を確立した。 

また、モニターツアーでは、参加者から「場所同士のつながりが理解できた」「自然と

歴史の関係が印象に残った」といった反応が見られ、統合的なストーリーテリングが理解
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の深化に寄与する可能性が示唆された（図 3）。また、提示順序や対話の取り入れ方、現

地環境への配慮がガイドの質に影響することが明らかとなり、実践的設計の重要性が確認

された。 

 

   
図 2 ストーリーの再構成ワークショップ（2025年 12月 8日実施） 

 

   
図 3 モニターツアーの様子（2026年 2月 12日実施） 

 

以上の成果をもとに、ガイド実践を支える教材としてガイドブックを開発した（図

4）。本教材では、インタープリテーションの基本的視点として、①自然・文化・歴史を関

係性の中で捉える「つなぐ」視点、②単なる情報伝達ではなく参加者の理解や納得を重視

する「伝わる」ことを目指す姿勢、③問いかけや体験を通じて「主体的」な参加を促す設

計、の３点を中核に位置づけた。また、富士山麓という自然・文化・歴史が重層的に存在

する地域特性を踏まえ、地域資源を個別に理解するのではなく、相互の関係性の中で意味

づけることの重要性を示した。 

 

 
      図 4 開発したガイドブック（教材） 
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さらに、本ガイドブックではエコツアー全体の教育目標として、「富士山の噴火によっ

て形成された自然環境と、その後の人々の営みや信仰を一体的な物語として理解する」こ

とを掲げ、４つの地点を連続して巡ることで一つのストーリーとして把握できる構成とし

た（図 5）。その際、ストーリーテリングの核を「古代の噴火とその後の復興」という時

間的連続性と、「溶岩地形・森林・洞穴・信仰空間」といった空間的広がりの中で形成さ

れる価値として設定し、各地点での解説が相互に補完し合う設計とした。これにより、個

別の知識が断片的に提示されるのではなく、参加者の中で徐々に統合されていく学習過程

を意図した。 

 

  
図 5 ストーリーテリングの核とスポット紹介 

 

こうした教材開発の過程では、山梨県立富士山世界遺産センターの学芸員等とのディス

カッションを重ね、内容の正確性に加えて、ガイドの提示順序、問いかけの方法、現地環

境への配慮といった実践的観点からの改善を行った。その結果、本ガイドブックは単なる

解説資料にとどまらず、ガイド運営の工夫や学習者との関係性の築き方を含めた実践的な

教育教材としての価値を高めることができた。 

 

（３）参加者の理解・関心の変化に関する探索的分析 

本研究では、参加者アンケート、観察記録、レポート分析に加え、学生による自己評価

および他者評価の内容を整理・分析することで、ガイドプログラムの教育的効果と実践上

の課題について探索的に検討した。結果の一部として、青木ヶ原樹海のガイドでは、溶岩

地形と植生の関係を時間的変化として捉える説明に対して、参加者の関心や理解の高まり

が確認された。一方で、洞穴内の視認性の制約により説明内容の理解が十分でない場面も

見られ、実施環境が学習効果に影響を及ぼすことが示唆された。 

 学生の自己評価からは、ガイド技術および教材設計に関する具体的な工夫と課題が明ら

かとなった。すべての班に共通して、話し方や内容構成の工夫が重視されており、クイズ

の導入やキーワードの提示、アイスブレイクの活用など、参加者の関心を引き出す試みが

見られた。また、フリップやハンドブック、画像資料、剥製等の教材活用、さらにはにお

いなど五感に訴える解説など、理解を促進する多様な表現手法が用いられていた。一方

で、事前調査や下見の不足、グループ内のコミュニケーション不足、台本への依存、進行

のコントロールといった課題も指摘され、ガイドの柔軟性や即応性の重要性が認識され
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た。 

さらに、他者評価（参加者による評価書のテキスト分析）からは、実践的な改善点が具

体的に抽出された（表 1）。例えば、集団の移動時における隊列管理や声かけの工夫、洞

穴に入れない参加者への代替手段（写真提示等）の準備、暗所における視認性確保のため

のライト活用、フリップの視認性向上、リーフレットの携行による振り返り支援など、ガ

イド運営の実務的側面に関する指摘が多く見られた。これらは、現場における参加者体験

の質を左右する重要な要素であり、インタープリテーションの実装段階における設計課題

として位置づけられる。 

 

表 1 エコツアー他者評価シート 

 
※2025年 10月 日本環境教育学会第 36回年次大会（北海道）研究実践報告より 

 

また、授業全体の設計に関する評価としては、講義中心の構成から議論や準備の時間を

重視した構成へと転換し、VR教材の活用や中間発表会の導入によって、学習の質を維

持・向上させながら実践に接続できた点が成果として挙げられた。加えて、他大学との連

携により、異なる視点からの評価や分析を受ける機会が確保され、学生の学びの深化に寄

与していた。一方で、発表会直前のリハーサル機会の不足や、評価データの収集・分析に

時間を要したこと、外部機関との調整の難しさ、参加人数の増加に伴う実施環境の制約な

ど、運営上の課題も明らかとなった。 

以上より、本研究におけるインタープリテーション実践は、参加者の理解や関心に一定

の影響を与える可能性を示すとともに、学生のガイド設計能力や実践的判断力の向上に寄

与していたと考えられる。ただし、その効果の厳密な検証には、評価指標やデータ収集方

法の精緻化、さらには実施条件の統制を含めた研究設計の改善が今後の課題として残され

た。 

 

場所 項　　目 教育内容・注意など 道　具

11 00 準備 料金支払い・ヘルメット着用

ガイド自己紹介 ガイドは複数おり、1人ずつ自己紹介する。

勝手に道を外れない。 注意書きフリップ

解説するときは集まる。 注意書きフリップ

写真撮影は止まって撮る。 注意書きフリップ

注目してほしいポイント 植生：コケ、根の様子に注目/溶岩：貞観噴火、溶岩形成、縄状溶岩 フリップ

青木ヶ原樹海の簡単な説明

青木ヶ原樹海は今から約1200年前の富士山の噴火によって形成された新しい原生林。樹
海は危険なイメージもあるが、コウモリ穴までの道は遊歩道が整備されていて、安全に楽し
むことができる。

11 5 樹海を見ながら歩く

第１テーマ 樹海の木の根っこはむき出しである。

根を見てもらう 他の森と比べて木にはどのような違いがあるかを問う

地面が固く根が下に伸ばせない。土が出来ていない。

こうした土地には針葉樹林が形成される。

第2テーマ コケの重要性を伝える。

コケが多いことを確認する 一面コケがはっている。倒木や木や岩など。

解説 コケが水を蓄えている、これは森を形成するために必要なものである。

第3テーマ フリップ

溶岩の形成における空洞

11 10

コウモリ穴の簡単な説明

コウモリ穴は、総延長３５０m以上ある、富士山麓の溶岩洞穴の中で最大規模のもの。洞穴
内の温度は、ほかの洞穴と比べてそれほど冷気がなく、冬も温暖であるためコウモリの冬
眠の場所とされた。コウモリ穴は天然記念物に指定されているが、洞穴だけが指定されて
いるわけではなく、コウモリとセットで一つの天然記念物となっている。

3 1 2 2

足元が滑るため、足元に気をつける

天井が低いため、頭上に気をつける

暗いため、間をあけずに進む

ゆっくり進む

写真は立ち止まって撮る

11 13 洞窟に入るという新鮮な体験を楽しんでもらう

岩のゴツゴツ感を目で見て感じてもらう

道が狭いので頭をぶつけないように伝える

人間本位で作られていない生の自然を感じてほしい

縄状溶岩の形成について説明する（カレーのルー現象）

粘性の小さな溶岩(玄武岩質溶岩)が陸上で流れると、表面から冷やされ固まり始め
る。一方内側はまだ固まっておらず次々と溶岩が流れてくることで、溶岩の表面が押
されてしわがよる。このしわがまるで縄を束ねたように見えることから縄状溶岩と呼ば
れている

コウモリ穴
洞窟内は寒暖差が少なく多数のコウモリが生息していたが近年は人間のせいで減少
している 2 2 3

珪藻土 白い線は刹の海の昔の水位を表している 3 1 2 1

11 25 帰り道 ゲート前に戻る 行きに説明した植生や溶岩を改めて注目しながら帰る

コウモリ穴ゲート
前

ヘルメット返却

11 28 富士山の溶岩形成から、過去の噴火状況、植生についてを振り返る

今回注目した溶岩形成、噴火の歴史をまとめたリーフレットを渡す。 リーフレット

8

6

駐車場 振り返り

39

8

5

20

3

3

1

1

1

1

2

33

2

7

7 1

3

4 1

5

4

1

1 1
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①ガイド内容への関
関心の
ある生
徒の方
が多い

関心の
ない生
徒の方
が多い

②内容の理解

多くの
生徒が
理解

全体に
理解で
きてい
ない

理解で
きた生
徒の方
が多い

理解で
きない
生徒が
多い

最後にまとめたリーフレットをくれて、振り返りやすく、見れなかった部分も改めて見ることができて良かった。
リーフレットはとても見やすく、工夫されていて振り返ることができた。
実際に回っているときに確認したい気持ちもあった。リーフレットに湖に関わる情報はあったのか。
帰り道で後続との距離が相手しまい、溶岩形成や植生について振り返る時間や説明が少ないように感じた。

わかりやすく話してくれた。身をかがませないと通れない道を注意を呼びかけてくれて安心して進むことができ
た。
洞窟内にライトは多少あるが、足元や天井が見えずらい。
夏に特に嬉しい。涼しく、新鮮な体験。
溶岩の流れを実際の地面を見ながら学ぶことができた。縄状溶岩の形成について知った。溶岩がサラサラした
成分なので溶岩が進みやすい。人工ではないことがわかる。狭さと同時に自然が形成したものであるという驚
き。
珪藻土線がある。昔の海の水位を目で確認できる貴重な場所。過去を知ることができる。色が違う部分はどう
して違うのかについて説明があってわかりやすかった。

コウモリ穴に入れない人へ、どこにいたら良いか、どうしたら良いかの配慮があればより良いと思った。参加者、
ガイドが手持ちのライトを持っていても良かった。
気温が低い。他の洞穴とは違う、暑くも寒くもない温度のことを知った。コウモリと洞窟がセットで天然記念物に
なっている。
概要を簡単に説明してくれたから、入ったときに感じることや見ることのポイントがわかりやすかった。穴の長さ
に驚いた。
思ってるより頭を下げていても、頭が当たった。先に注意してくれることで混乱せず、安全に進めた。注意事項を
理解した。

道中で質問したことに対しても丁寧に返答してくれた。頼れる、安心感のあるガイド。
土壌が薄い。下が溶岩の層で木の根が深く張れない。なので木の根が横に広がっている。細い木が多い。コケ
は水を貯える性質がある。それが木々の養分を貯蓄できるため、木の重要な成長に役立つ。倒木によって
ギャップという光の通り道が生まれる。
ただコケが生えているのではなく、ちゃんと役割があることとその重要性について学ぶことができた。光が通り
づらいことから成長が遅いことで苔の重要性を理解することができた。溶岩によって形成された空洞の図がある
フリップが見やすかった。あえてすべてを完璧に説明しないのが良かった。溶岩が固まってできる順序がわかり
やすくなっていた。自分が立っているところは空洞であったことを知り驚いた。洞窟まで歩いてるにあったウッド
チップが気になった。地面が溶岩の影響でゴツゴツしていて、歩きながら火山の噴火の影響を感じることができ
た。まだ成長途中の樹海に触れられている貴重さと、まだ成長するのかという驚き。
説明しているときに実際の根を指して教えてくれるから理解しやすかった。溶岩による樹海の根っこの特徴がわ
かりやすかった。苔が水を蓄えている理由までの説明がとてもわかりやすかった。実際に空洞入って、触って質
感を確かめられた。
木の根のところもフリップ作っても良いかも。（コケなど）触れるのなら触ってみたかった。

説明が端的で分かりやすかった。見てほしい部分がわかりやすかった。
他の観光客の方の邪魔にならないように声掛けをするなどといった配慮があれば良かった。
おそろいの服が可愛い、親しみがわく、楽しませようとしていた。
注意や注目してほしいポイントをフリップにしていて入る前の準備が十分できていた。フリップを使った説明で注
意を惹くのがうまかった。フリップは頭上が好ましい。
移動中の撮影の注意事項が頭に良く残っていた。「コケ」と「根の張り方とその役割」について事前に説明してく
れたから見るポイントがわかった。キーワードを覚えておく時間だった。

気づいたこと等
多くの
生徒が
感心が
ある

コウモリ穴　退場

溶岩鍾乳石

縄状溶岩

コウモリ穴　入場

コウモリ穴

溶岩ドーム

コウモリ穴入口付
近

コウモリ穴内での安全の注意

2

解説

1114

青木ヶ原樹海入場

道

溶岩流は空気や地面に触れている表面は冷えて固まるが、内部はドロドロに溶けた状態
のままである。そのため溶けたものが外に流れでて、空洞を形成する

コウモリ穴ゲート
前

行程中の諸注意

ガイド予定

時刻

6

15

1
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５ 今後の展望 

 本研究では、ストーリーテリングの有効性について一定の知見を得た一方、認知や行動

意識の変容に関する検証は探索的段階にとどまった。今後は、事前・事後調査やインタビ

ュー、発話分析等の手法を導入し、参加者の理解や価値認識がどのような過程で形成され

るのかを体系的に把握する必要がある。また、学習効果はガイド内容だけでなく、対話の

あり方や現地環境、提示順序など複数の要因に依存することが示唆されていることから、

これらを統合的に捉える評価枠組みの構築を進める。 

 さらに、本研究で開発したガイドブック（教材）を基盤として、ストーリーテリングの

構造や解説技術を整理し、専門家に依存しすぎない実践可能なガイド手法として体系化す

ることを目指す。その際、大学生や地域住民など多様な主体が担い手となることを想定

し、教育目標の設定、ストーリー構成、問いかけの技術などを段階的に学習できる研修プ

ログラムへの展開も視野に入れる。これにより、インタープリテーションを教育的技術と

して再定義し、地域における人材育成と学習機会の拡張につなげる。 

 今後は ICTの活用も含め、現地体験と事前・事後学習を接続する学習モデルの構築を進

めることで、来訪者が地域資源の価値を多角的に理解し、環境配慮的な意識や行動につな

がる可能性を検討する。これらの取り組みを通じて、観光と環境教育を統合した持続可能

な地域づくりへの貢献を目指す。 

 

６ 研究成果の発信方法（予定を含む） 

河口湖町等の自治体や関係機関と連携し、開発したガイドブック（教材）を活用した授

業実践やワークショップ、ガイド養成に関する研修機会を設ける。これらの実践を通じ

て、プログラムの改善と検証を継続的に行い、教育および観光の現場への還元を図る。 

また、実践過程で得られた知見を整理し、学会発表や論文投稿を通じて学術的に発信す

ることで、インタープリテーションに関する教育学的知見の蓄積に寄与する。さらに、教

材や実践モデルについては、広く活用可能な形で整理・公開することも視野に入れ、地域

内外への波及を図る。 

 

以上 


